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＜連絡事項＞

· 経過連絡表を8/7までに作成提出する事。

· 災害時の非常用物品の確認を行う事。

· 災害への対応として高所へ物を置かない工夫を行う事。

＜外来情報＞

· 村田　昭一様　～血圧測定の結果にばらつきがあり、運動の実施と塩分を控えるように説明あり。

4週間分処方となっている。

· 横町　浩　様　～そうめんしか食べていない為、便秘傾向にあると話される。頭がボーっとする

事はあるが、休むと良くなるとの事。

· 沢田　三朗様　～祭りがある為バスの都合がつかないと話、今日のデイケアは欠席するとの事。

8/22採血実施予定。

· 関　　秀治様　～手の湿疹が再発したと話されており、ユベラ軟膏処方。2～3月から症状が出現

してきたとの事。8/8採血実施予定。

· 島浦　美千男様～7/24の採血の結果、血糖80mmHg　HbA1c5.8となっている。

· 伊藤　雄一様　～青山荘スタッフと受診。金銭管理の不十分と生活リズムの乱れがあるとの事。

本人も自覚しており、担当医より訓練の場所である為、集団のルールを守る事、金銭のやりくりが出来ないと社会生活に順応出来ていないと見なされる事を説明。パチンコ店へ行き12000円使用したり、許可範囲外への外出があるとの事。

· 久保　興介様　～不調はなく、デイケアにも慣れてきたとの事。

· 関口　禅　様　～八戸赤十字病院の採血データを持参。食事の制限が必要である事を伝え、8/5
　　　　　　　　からデイケアでの食事を18単位としている。関係期間へ情報提供済み。

＜利用者様情報＞

· 秋山　和子様　～本日から正式利用開始。他者との交流など、何事もなかったように過ごしている。

· 関口　禅　様　～八戸赤十字病院からの採血結果を受けて、来週より食事を、常食⇒糖尿食18

単位へと変更。

· 小向　武雄様　～昨日入浴実施しているが、入浴終わった際に足を伝っての出血あり。陰嚢に極

最小の傷があり、痛みはないとの事。入浴時の摩擦が原因と思われるが、本人には心当たりはないとの事。止血処置行い様子観察としている。関係機関へ情報提供行っている。

⇒青風荘より21時には止血されていたと情報受けている。

· 駒目　翔　様　～内服を忘れる事無く行えるようになってから、食事を摂取することが出来るよう

になったと報告あり。気分の変動も以前ほど大きくは見られない。昨日睡眠を

十分に取る事が出来なかったとの事で、日中休んでいる姿が多く見られる。

明日、自動車学校で仮免許の試験があると報告されており、気が遠く感じは無くなったのか確認すると、まだあるとの事。又、「昔から癲癇もあるから本当は運転はダメなんだと思う」と話す。自動車学校へは体調面については報告していないとの事。

⇒・運転中に気が遠くなることでの危険について説明し、自動車学校へも本人から危険の可能性について報告する必要があることを伝えている。

　・本人の理解が薄い事もあり、ご家族へと気が遠のく事が持続している事を

伝える。

· 横町　浩　様　～最近食事摂取後のおかわりの量が増加傾向にあり、スタッフの静止にも手を払い　

のけたり、スタッフの目を盗んで数回おかわりすることあり。体重増加傾向にある事を説明しているが、「前より痩せたから大丈夫」「食べてる量が少ない」と話され、生活習慣病の危険性について説明するが理解得られない。又、他者が盛り付ける前に「余っている」と、他者の分の副菜を盛り付ける事もあり指導要している。

⇒・盛り付けていない方がいた場合には、全員が食事摂取していない事を伝える。

　・全員が盛り付けた時点で、すぐにご飯を処分する。

・栄養へ連絡しデイケアの予備分の米飯をなくしてもらう。（普段から余る

傾向にある為）

· 前野　義勝様　～昨日外来受診時にナイトケア利用日を減らしたいと相談し許可をもらったと

報告あり。来週より、月・木・金曜日でのナイトケア利用となる。

· 田向　玲美様　～幸房の利用について青明舎スタッフより連絡あり、幸房利用の意思が固まったの　

であれば、幸房の見学など利用に向けて調整して行くと情報受けている。又、

現在デイケアを休みがちである事の理由として他者との対人関係である事を伝えている。今後幸房を利用して行くとしても、現在本人が固執しているメンバーとの関係修復を行い、本人の課題克服が必要となる事を伝えている。

○今後の流れ

　①本人へ、幸房の見学に都合の良い日を確認し、青明舎へ連絡する。

　②青明舎スタッフと幸房側で、見学の日程を調整する。

　③本人へ日程を連絡し、個人で見学へ行って頂く。

＜デイケア見学者様＞

村上　サチ様（58）精神遅滞　猪股Dr

使用資源　：生活保護・自立支援

　　　　　　ヘルパー～毎週火曜日・訪問看護～毎週木・土曜日

保護者　　：御家族及び身寄りなし

本人の状態：説明に対しての受け答えは良く、分からない点についてはその場で確認してこられる。

　　　　　　不潔な印象などは無く、身なりもしっかりしている。

困っている事：「食事が摂れない」と話しており、「食欲がなくて困っている」と話す。

　　　　　　　自宅に電話・風呂が無く、「不便な生活だ」との事。

次回見学・体験利用予定日：来週月曜日（8/4）

※利用目的については曖昧。「夜に使いたい」との理由で、ナイトケアを希望。夜間の利用目的についても「そのほうが良いかと思って」と曖昧。体験利用時に利用の目的について再度確認する。

※体験利用時の昼食は持参することが困難との事で、通所から食費実費での請求とする。










